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Gregg L Semenza
（Johns Hopkins University School of Medicine, USA ）
Targeting Hypoxia-Inducible Factor 1 for Cancer Therapy

Gregg L Semenza

須田 年生 （慶應義塾大学大学院医学研究科）
がん幹細胞とそのニッチ

（筑波大学先端学際領域研究センター）
細胞内エネルギー恒常性を制御する新たな蛋白質複合体

柳澤 純

吉田 善紀 (京都大学 iPS細胞研究センター)
低酸素濃度培養によるiPS細胞樹立効率の改善

武川 睦寛

森 泰生 （京都大学大学院工学研究科）
生体内酸化還元状態のセンサー機構としてのTRPチャネル

（名古屋大学 環境医学研究所）
ストレス顆粒形成によるストレス応答MAPK経路と
抗癌剤誘導アポトーシスの制御

共催：第７回 がんとハイポキシア研究会 後援


